
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ZettaSuite マニュアル 

 

データ複製 データ保護 

 

 

 

第１.11版 

 

2021/02/22 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



 

変更履歴 

版数 日付 内容 

1.00 2020/06/16 スナップショット機能についてのマニュアルとして分冊化 

1.10 2020/08/25 データ保護・複製（レプリケーション） 改訂 

レプリケーションタスク作成方法 改訂 

複製先データ参照方法について 改訂 

1.11 2021/02/22 文言修正 

   

   

   

   

   

 



i 

はじめに 

 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日本国外、軍事

目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・誤記

録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2020,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件 

 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するための、コ

ンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な運用や発生す

る問題を解決できる人を前提としています。 

http://www.newtech.co.jp/
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1.データ保護・複製（レプリケーション） 
 

ZettaSuite では、ODPS機能を使って自動的にスナップショット作成並びに非同期でのリモートサイトへの複製を行います。 

 

※ODPS Off-site Data Protection Service 

 

実行タスクは、スナップショットを取る頻度と、取得したスナップショットを保持する期間を設定します。  

また、このタスク実行のプランは短期、中期、長期等の異なる間隔で設定することができ、データ保護についてきめ細かく 

かつ効率的に行うことが可能となります。 

 

zpool

NASボリューム iSCSIボリューム

dataset zvol

非同期複製

zpool

NASボリューム iSCSIボリューム

dataset zvol

スナップショット作成

スナップショット（差分）
データ転送

 
 

本資料で、ODPSの設定並びに取り扱いについて説明をいたします。 

 

On- and Off-site Data Protection 

OODP機能は、ユーザー定義の保存間隔計画に従ってボリューム（dataset or Zvol）の回転自動スナップショットを作成し、ス

ナップショットデルタをローカル（on-site）またはリモート（off-site）の宛先に非同期に複製します。 

バックアップボリュームは、本番ボリュームの非同期で作成されたミラー（コピー）です。各時間間隔で、スナップショットが作成

され、後続のスナップショットの差分が宛先バックアップボリュームに送信されます。 

データ複製は定義された時間間隔ごとに開始され、間隔時間内に行われた新しいデータ変更がバックアップボリュームに複

製されます。また、すべての時間間隔の後、既存のスナップショットの経過時間は、その保存期間に対してチェックされます。

ユーザー定義の保持計画で設定されているものより古いスナップショットは自動的に削除されます。 

スナップショットを作成してデータの小さな差分をレプリケートしてもシステムに大きな負荷が発生しないため、バックアッププロ

セスは、負荷の高い期間中でも 24 時間稼働することができます。 

ソースボリュームごとに、単一のバックアップボリューム、または、複数のバックアップボリュームを設定できます。間隔保持計

画は、ソースボリュームと任意の宛先バックアップボリュームで個別に定義できます。 

バックアップ先サーバーとして使用できるのは、Newtech ZettaSuite のみです。 
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クラスター環境 ソースと宛先の両方がクラスター（クラスターの 2 つのペア）である場合、クラスター環境で OODPを使

  用できます。 

  次に、各送信元ノードはその物理 IPアドレスを使用して各宛先ノードに接続する必要があり、タスクは

  宛先クラスターの IP（「VIP」仮想 IP）で作成する必要があります。 

 

OODP動作モード 

  ローカルまたはリモートの宛先へのスナップショット差分の非同期レプリケーションが設定できます。宛

  先は次のとおりです。 

 リモートサーバープール上のボリューム。 

 同じサーバー内の異なるプール上のボリューム。 

 同じプール内の別のボリューム。 （非推奨） 

 

Retention plans 

  ODPSのリテンションプラン(保存間隔計画)は、GUIのレプリケーションタスクウィザードで直感的に定 

  義できます。  

  間隔と保存期間はどちらも、標準の時間単位またはその倍数を使用します。 

  ソースとデスティネーションの両方のローテーション自動スナップショットは、保持計画に従って作成され

  ます。 

  ソース・プールとデスティネーション・プールに異なる保持計画を設定することが可能です。 

 

  GUIは、複製タスクを定義するための段階的なウィザードを提供します。 

 

オプションで、データストリームをバッファリングするためのツールとして「mbuffer」（パラメーターmbuffer size を指定）を使用す

ることができます。「rate limit」を設定することで、レプリケーションに使用する帯域を制限します。 

 

1-1.レプリケーションタスク作成方法 
 

※事前に複製先の Datasetまたは Zvol を作成しておく必要があります。 

 

※Dataset内に Share を作成していると、タスクを作成することができません。事前に削除するか、別の Datasetを作成し

てください。 

 

データ複製の為に ODPSのタスク作成について説明します。 

 

※以下の説明では ZettaSuiteの共有領域(dataset)を対象として説明します。iSCSI接続(Zvol)も同様の設定方法となります。 

 

※デフォルトでネットワークのポート 4000 を使用します。 

 

以下の項目を Wizardの従い設定することで、、レプリケーションタスクを構成できます。 

□ソースとなるプール名、Zvol 名または Dataset名 

□ソースのスナップショット取得のスケジュールとリテンション（スナップショット取得のタイミングでデータ複製を行います） 

□デスティネーション ZettaSuiteの選択（自機内、または、別機器へのレプリケーションかを選択します） 

□デスティネーションのネットワークアドレスとパスワード 

□デスティネーションのスナップショット取得のスケジュールとリテンション 

□デスティネーションのネットワークポート番号、帯域設定 

 

[Backup & Recovery] → [Tasks] → [+Add replication task]を選択します。 
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Backup task wizard が起動されます。 

 

1. Source configuration 

「Resource path」の項目にある、[Browse]ボタンをクリックします。 

対象を NAS共有ボリュームとする場合、[Datasets]タブを、iSCSIボリュームを対象とする場合は、[Zvols]タブをクリックしま

す。 

 
 

Browse 選択した画面が下記になります。 

ここでは、iSCSIボリュームでのスナップショットを取得する為、「Zvols」を選択します。 
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スナップショット作成するスケジュールを設定します。 

スケジュール設定する際に短期間(Short-term)・中期間(Medium-term)そして長期間(Long-term)でのきめ細かい設定が可能

となり、データは直近の 1 時間、1 日または 1 か月のいずれかの状態に復元できるため、データの破損から保護することが可

能です。 

"x"をクリックすることにより、中期並びに長期のプランを削除できます。 

 
 
2. Destination Configuration 

次に「Destination Server(バックアップ先 同システム内の別領域または外部の ZettaSuite の領域)」を設定します。 

 

 
 

[Destination server and resource path]メニューで、「Destination server」欄にある ボタンをクリックします。 

はじめての設定では「Local server」(自機)と「Add new server」(複製先)が選択できます。 
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Add new server を選択した画面は、下記になります。 

「IP」には、複製先サーバーの IPアドレスを、「Password」には、複製先サーバーの管理者のパスワード（デフォルトは 

admin ）を入力します。 

「Description」には、この複製先サーバーの名前等の情報を入力します。 

使用するネットワークのポートは 40000 です。変更される場合は、Port欄の数値を変更してください。 

 
 
Resource path で、[Broaws]を選択すると、複製先サーバーに設定しているリソースが「ストレージプール/データセット」

(iSCSIボリュームの場合は、「ストレージプール/Zvol 名」)が表示されます。 

 

 
 

複製先での世代保護の為にスナップショット作成するスケジュールを設定します。 

スケジュール設定する際に短期間(Short-term)・中期間(Medium-term)そして長期間(Long-term)でのきめ細かい設定が可能

となり、データは直近の 1 時間、1 日または 1 か月のいずれかの状態に復元できるため、データの破損から保護することが可

能です。"x"をクリックすることにより、中期並びに長期のプランを削除できます。 

 

3. vCenter / vSphere server integration 

ODPSでのスナップショットは、vCenter/vSphere に対応しています。 

ここでは、無効のまま”Next”ボタンをクリックし、次の画面に移動します。 

 



 

6 

4. Task properties 

レプリケーションタスクの説明を「Description」に入力します。 

「Enable mbuffer」を有効化することで、バッファアンダーランを防止するためにソースとデスティネーションにデータストリーム

をバッファリングし、正しく使用されていればレプリケーションプロセス全体をスピードアップします。 

mbuffer は使用するメモリーを使用します。以下の図は、mbuffer値を 100GiBで設定後に複製タスクを実施した例となりま

す。以下の様にメモリーを消費しますので、設定値は注意してください。 

「rate limit」を設定することで、レプリケーションに使用する帯域を制限します。未入力の場合は、帯域制限はありません。単

位は MB/sec です。 

 
 

5. Summy 

入力した内容を確認したら[✓Add]でレプリケーションタスクが追加されます。 
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1-2.レプリケーションタスクの編集方法 
設定したレプリケーションタスクを編集することができます。 

[Backup & Recovery] → [Tasks] → 設定を変更したいレプリケーションタスク → [Option] → [Edit backup task]を選

択します。 

 

 
 

作成時同様に変更したい箇所を修正し、「5.Summary」まで進みましたら「Apply」を選択すれば完了です。 

 

1-3.レプリケーションタスクの一時停止 

設定したレプリケーションタスクを一時停止することができます。 

[Backup & Recovery] → [Tasks] → 一時停止したいレプリケーションタスク → [Option] → [Disable task]を選択し、下

記画像のポップアップが表示されますので[✓Yes]を選択してください。 

 

再び接続したい場合には、[Backup & Recovery] → [Tasks] → 再接続したいレプリケーションタスク → [Option] → 

[Enable task]を選択します。 
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1-4.レプリケーションタスクのロールバック 

特定の Snapshotにロールバックすることができます。 

[Backup & Recovery] → [Tasks] → ロールバックしたいレプリケーションタスク → [Option] → [Rollback]を選択します。 

すると、保存されている Snapshotの一覧が表示されますのでロールバックしたい時刻のものを選択して、 

[Option] → [Rollback]を選択すると、最終確認の画面が表示されますので「rollback」と入力し、[✓Apply]でロールバックでき

ます。 

 

※ロールバック前のデータは完全に失われますのでご注意ください。 

 

※最新でない Snapshotにロールバックをした場合、ロールバック時刻以降の Snapshot は失われます。 

 

※ロールバック作業中、データセットへのアクセスができません。 
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1-5.レプリケーションタスクの削除方法 

作成したレプリケーションタスクを削除することができます。 

[Backup & Recovery] → [Tasks] → 削除したいレプリケーションタスク → [Option] → [Delete]を選択します。 

 

 
 

1-6.複製先データ参照方法について 
デスティネーションで作成されたスナップショットに対して、クローンを作成・共有設定（dataset）、iSCSI ターゲット接続(Zvol)を

実行することで、クライアントに該当ボリュームをマウントした後にデータを参照することができます。 

 

操作方法は、「ZettaSuite マニュアル スナップショット データ保護」を参照してください。 

 

1-7.Snapshots に表示されるアイコンについて 

Snapshotが作成されると下記のようなアイコンが表示されます。 

 

A AutoSnapshotが設定されている場合に表示されます。 

 

B レプリケーションが設定されている場合に表示されます。 

 

Ds バックアップ、レプリケーションタスク先に設定されている場合に表示されます。 
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